
次期科学技術・イノベーション基本計画の共創に向けた全国キャラバン

 次期基本計画の検討に当たっては、科学技術・イノベーションに関わる多様なステークホルダーの参画を得て、
幅広い意見の募集や連携体制の構築を通じ、計画に実効力を伴わせることが必要

 このため、大学・自治体・学協会等の協力の下、❶次期基本計画についてのステークホルダーの理解を深めると
ともに、 ❷次世代を担う若手研究者を含め次期基本計画を共創する機会として、全国キャラバンを実施

目的・位置付け

実施内容 スケジュール（予定）

次期基本計画を含む今後の政策・施策の検討に活用

実施体制

 趣旨に賛同する機関と協力し、内閣府と
各機関が共催、内閣府が主催又は後援

 各種イベントの都合に合わせ、開催形式
を柔軟に選択

 経費は予算上の制約も踏まえ、必要に
応じて内閣府が支援

本件を通じ、次期基本計画の検討に参画した協力機関に
ついては、内閣府のホームページ等において公表予定

■実施方法
科学技術・イノベーション関係のシンポジウムやフォーラム等の機会を活用
するほか、趣旨に賛同する機関の協力を得て、個別に開催することも検討
（オンライン開催も可能）

次期事本計画の「検討の方向性（案）」に基づき、内閣府から次期
基本計画の検討状況等について最新情報を説明した上で、広く
 「未来社会の在り方」
 「科学技術・イノベーション政策への期待」
について議論

９～12月 全国キャラバン実施

■開催形式例

次期基本計画の素案取りまとめ（年内）に向けて議論

企業 自治体

学協会 NPO

一般市民
 次期基本計画の「検討の方向性（案）」の紹介
 意見交換／パネルディスカッション

座談会／ワークショップ
（20～30人程度）

シンポジウム
（100人程度以上）～

大学

「検討の方向性（案）」取りまとめ8月

協力機関の候補への依頼や協力機関
における開催準備を順次実施
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